プライバシーの権利をめぐる司法消極主義と積極主義(六・完)　公機関による侵害に焦点をあてて by 中谷 実

















手段の合理性j アプローチ (以上， 33巻3・4合併号)
《消極主義II)
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j 昭和40- 50… 60… 平成 7ー 17-
(一.) r憲法 13条(私生活上 女44.12. 24 ム59.1.12 女61.2.14 
の自由)/公共の福祉j 〈容〉最大/ (自〉東 / (自〉最2
に.) r憲法 13条(私生活上 。 ~~}~O/ ム5.1.14-31[9。5.9.24
の自由・プライパシー)/ (主主〉大 (自〉筒 〈自〉東






59. 7. 17 
(自〉東
←) r憲法 13条(私生活上 ム40.3.8
の自由・肖像権)/プライ (容)東



















i自 同 [憲法13条(私生活上の自由・情報)/ () 17. 1. 19 
四 公共の福祉他」 〈自〉東
(刈 「憲法 13条(自己情報コントロ -JV 凶19.12.26
権)/公共の福祉他J CL:自〉東 〈自〉東。13.9.1 怜21.1. 29 
〈自〉東 〈自〉東













の下級審判決，東京地判平成 1年 3月 15日(判時l310号 158頁)4)，京都地決












i出 (一.) r憲法 13条(私生活上の自由)/公共 ム59.6.14 実 14.6‘27
m の福祉J (j'旨〉横 (指〉最 I
(二:) r憲法 13条(私生活上の自由・プライ仲間 ム60.8.23 伊13.4.18 バシー)/公共の福社J )東 (指〉福 (指〉大
A61424l 
/ 〈指〉神
(三:) r慾法 13条(その趣旨)/公共の福祉j ¥ / (指>1河
(鴎 「憲法 13条(個人の自由ないし権利・ 063.3.16 
情報>/公共の福祉j (指〉名
倒 「憲法 13条(私生活上の平穏)/公共 ム2.11.2 
の福祉j (指〉横
(六:) r"革法 13条(倒人の自由)/制約可j 26519 3 
(縫〉大




党 9.11. 17 
〈確〉長 l、10.11.10 
<t言〉最3
L'{ 4. 12. 14 
(指〉神
(八) r慈法 13条(私生活上の自由・情報)/ ム62.2.23 も10.3.26
公共の福祉他j (指〉大 〈指〉大
(刈 「憲法 13条(自己情報コントローノレ ム4.3.26
権)/公共の福祉他j (1 (指〉京















チが見られる。 H-16.6. 30 (識別【流通(コー ド)】/(市)取消〉富山地判， H-






ある。また， H】16.2.27(識別【流通】/(市)国賠〉大阪地判， H-17.5.31 (識別
【流通】/(県)差止・国賠， (センター )差止， (国)国賠〉名古屋地判は，憲法判
断に入らない《消極主義II))β←)["法的保護の対象/情報の内容・性質(秘
匿性弱)と公益の必要性との衡量」アプローチを， H-19.2.16 (識別【流通】/




は認めず，法的保護の対象として判断し，訴えを斥けたので、ある。 H-20.3. 6 







沼和40- 50- 60ー 平成7- 17-










(二j r法約保護の対象/秘匿性弱/行政目 ム 19.2.16 
的の正当伎・必要性/手段の合濠性j 〈識〉さ
消。L) r憲法 13条(自己情報コントローノレ権)/ ム17.10. 14 
直 公共の福祉他j (言語〉福



















(十三) r憲法13条(私生活上の自由・情報を ¥ J2036 みだりに開示，公表されない自由)/具体的 (識)援 I危険なしj






































昭和40ー 50- 60ー 平成7- ， 17一
j満




j当 (ー) r憲法13条(私 女 4.12.24 安 61.2. 14 !女 14.6. 27 
直 生活上の自由)/(容貌創立]/ (自動車{収集]/〈指紋[収集]/
公共の福祉j 形U)最大 刑事〉援2 罰賠)最 1
(ガ 「憲法13条(私生活上の自由・ 女 7.12. 15 
情報・プライパシー)/公共の福 〈指紋{収集]/
社他j 刑事)最3
女 9.11. 17 
(確認{収集]/
刑事)最 1
党 10.11. 10 
〈指紋{収薬l/
図賠)浸3
(十三) r憲法13条(私生活上の自 * 20.3. 6 
由・情報をみだりに開示，公表 (識別{流通]/
されない自由)/異体的危倹な (市)差l!:)最









(沼) 下級審のアプローチ 1(図解 8)
下級審には，最高裁のアプローチのパリエイション版 最高裁のアプ




昭和40一 50ー 60- 平成 7ー 17ー
j出 し一一一レ一一一一一一一一一一
j商 一一一ー レ一一一E [s_j_:_二シー二
j自 (ニ) r憲法 13条(私生 く>39. 5. 30 ム5.1. 14-319 ム60.8.23 013.4.18 
E 活上の自由・プライ 〈容〉大 〈自〉東筒 (指〉福 (指〉大










(司 「憲法 13条(その趣旨)/公共の ム61.2. 25 
福祉J (指〉岡
側 「憲法 13条(個人の自由ないし 063.3.16 
権利・情報)/公共の福祉J (指〉名
(対 「憲法 13条(個人の自由)/制約 ム6.5.19
可J (確〉大
(;"1) r憲法 13条(私生活上の自由・ ム62.2. 23 ム 10.3.26 ム17.1. 19 
情報)/公共の福祉他」 〈指)大 〈指〉大 〈自〉東
積 ←) r憲法13条(私生活 ム40.3.8
上の自由・肖像権)/ 〈容〉東
プライバシー権侵害」 ム43.1. 26 
〈容〉東

















































i自 oor憲法 13条(私生活上の平穏)/公共の ム2.11. 29 
E 福祉」 (指〉横
(対 「憲法 13条(自己情報コントローノレ権)/ ム4.3.26 ム13.2.6 ム 17.10. 14 
公共の福祉他j 〈指〉京 (自〉東 〈識〉福
く>13. 9. 19 018.4.19 
〈白〉東 (識)名
(+) r憲法 13条(私生活の平穏・情報)/公 ム18.3.20
共の福祉」 〈識〉千










(+ニ) r憲法 13条(私生活の平穏・人格的 く>19. 10. 17 
自律・一般人の感受性)/具体的危険なしJ 〈識〉東
ム 19.10. 22 
〈識〉東
積 (司 「憲法 13条(人格的自律・私生活上の平 ム6.4.27
穏)/比較衡量・プライパシー権侵害」 〈容〉大
(同 「憲法 13条(人格的自律・私生活におけ ム 17.5.30
る平穏・自己情報コントローノレ権)/具体 〈識)金














































































































































における最3判平成6年 2月8B (民集48号2巻 149頁，本判決は， S-56. 4.14 (前
科{開示]/国賠〉最3判を引用する)，法廷内での容貌等の擬影等が問題になった和
歌山霊祭入カレー事件における最 1事j平成 17年 11月 10日(民集59巻9号 2428Ji) 
は，憲法判断に入らず， i総合的事雪量jアフ。ローチを用いた。学籍番号等の情報公警
察へ提供したことが問題になった早稲田大学江沢民講演会名簿提出事件における最
2判平成 15年 9月 12日(民集 57巻 8号 9731'[)も憲法相j新に入らず， i法的保護
の対象・同意なしJアプローチを用いた。






8) 最高裁では，逆転事件において，最3判平成6年 2月 8日(民集48号 2巻 149
頁)が「社会生活の平穏j という表現弘石に泳ぐ魚事件において，最3半l平成 14
年9Fl 24日(や!日寺 1802号 601'[)が「平穏な日常生活j という表現を用いたくらい
であるが，下級審では， しばしば用いられている。宴のあと事件において，東京地
判昭和 39年9月28日(判時385号 12貰)は， r心の王子穏J，r精神的王子穏Jという表
現弘逆転事件において，東京地判昭和 62年 11月初日(半日時 1258号 22頁)は，
「人格的自律ないし私生活上の平穏を維持するという利主主(以下， rプライパシーの
権利Jという。)Jという表現1."，東京高判平成 1年 9月5日 (fiJ時 1323号 371'[)
は， i人格の自律性や私生活の平穏を保持するという利益(以下「プライパシーj と
いう。)J という表現色週刊ァライデー肖像権侵害事件において，東京地判平成 l
年 6月23臼(判時 1319号 132頁)は， r精神約平穏J，r私生活，住居の平穏J とい
う表現1."， ジャニーズ・ゴーノレド・マップ事件において，東京地判平成9年6月23日
(判持 1618号 971'[)は， r私生活の平穏を享受するという人格的利益Jという表現
を，ジャニーズおっかけマップ・スペシャノレ事件において，東京地判平成 10年 11月
30日(半日時 1686号 68頁)は， r私生活の平穏j という表現を，石に泳ぐ魚事件に
おいて，東京高判平成 13年2月 15日(判時 1741号 681'[)は， r精神的平穏j とい
う表現を，早稲田大学江沢民講演会名簿提出事件において，東京地判王子成 13年 4月
11臼(!f.ljf寺1752号 3頁)は， r私生活の王子穏や倒人の人格約自律j という表現ぞ，
東京高判平成 14年 1月 16日(特時 1772号 17頁)は， r個人の人格的自律あるいは
私生活上の平穏を守るためj という表現ぞ，東京地判平成 13年 10月 17B (民集
57巻8号 994頁)は， i私生活上の平穏Jという表現を，アダノレトビデオ事件にお
いて，東京地判王子成 18年 3月31日(判タ 1209号 60賀)は， r個人の私生活上の王子
穏ふ「精神的平穏」という表現を用いている。
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う。佐藤幸治『日本憲法論~ 175-177， 181-182頁 (2011)。教授の自己情報コント
ローノレ権の主張は，佐藤幸治「プライグァシーの権利(その公法的側面)の憲法論












13) 青柳武彦『情報化待代のプライパシー研究~ 121， 47頁 (2008)。
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